
より良い大学づくりを目指す「札大おこし隊」のメンバー

魅力的な大学づくりを目指す、FD活動を展開

「札大おこし隊！」に 
魅力的な大学づくりを目指すFD活動。全国的な
ムーブメントになりつつある現在、札幌大学では
すでに学生が自主的、主体的に参加し、さまざま
な活動を展開しています。その中心となって活躍
している法学部の梶浦桂司教授と経営学部3年生
の伊賀慎矢さんに、より良い大学づくりに向ける
熱意や具体的な取り組み内容を伺いました。

学
生
発
案
型
授
業
や

カ
フ
ェ
の
開
設
な
ど
、

有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
！

　
「
愛
す
べ
き
大
学
を
自
ら
の
手
で
、
も
っ
と
魅

力
的
に
！
」。
こ
れ
を
Ｆ
Ｄ
活
動
と
言
い
ま
す
。
Ｆ

Ｄ
と
はFaculty Developm

ent

（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

デ
ィ
ベロ
プ
メ
ン
ト
）の
略
で
、札
幌
大
学
で
は
北
海

道
の
他
大
学
に
先
駆
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
推

進
委
員
会
を
発
足
。「
当
初
は
教
員
の
指
導
力
を

高
め
、
充
実
し
た
教
育
の
提
供
を
目
的
に
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、『
大
学
の
主
役
は
学
生
で

あ
る
』
と
い
う
視
点
か
ら
、
平
成
22
年
度
か
ら
学

生
も
参
画
し
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
。『
学
生
Ｆ
Ｄ
委
員

会（
通
称
：
札
大
お
こ
し
隊
）』
が
組
織
さ
れ
、
推

進
委
員
会
と
協
働
・
協
調
し
て
本
格
的
な
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
」
と
、
梶
浦
教
授
は
語
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
先
ず

学
生
た
ち
が
学
び
た
い
授
業
を
企
画
し
、
教
員
と

と
も
に
テ
ー
マ
や
内
容
を
組
み
立
て
、
希
望
の
講

義
を
実
現
す
る
「
学
生
発
案
型
授
業
」
の
導
入

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
札
大
お
こ
し
隊
の
委
員
長

を
務
め
る
伊
賀
さ
ん
は
、「
学
生
か
ら
希
望
の
講

題
を
募
集
し
、
集
計
の
結
果
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
。

そ
の
内
容
で
講
義
を
行
え
る
教
授
と
協
議
を
重

ね
、
開
講
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
、
来
年

秋
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニン
グ
の一環
と
し
て『
北

海
道
の
政
治
学
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
開
講
が
決
ま

り
ま
し
た
」と
充
実
感
み
な
ぎ
る
表
情
に
…
。「
ま

た
、
教
職
員
と
学
生
が
も
っ
と
自
然
に
交
流
で
き

る
機
会
と
場
を
設
け
た
い
と
思
い
、
サ
ツ
ト
ー
ク

と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
第
3
回
は
1
月
14
日
㈮
に
『
あ
な
た
が
思

う
楽
し
い
講
義
を
教
え
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
3
〜

4
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
し
、

取
り
ま
と
め
た
意
見
を
発
表
す
る
な
ど
大
変
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
の

で
、今
後
も
年
３
〜
４
回
の
ペ
ー

ス
で
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
札
大
お
こ
し
隊
の

活
動
で
話
題
と
な
っ
た
の
が
、

「
0
5
4
（
お
こ
し
）
Ｃａ
ｆ
é
」

の
開
設
。
こ
の
試
み
も
学
生
と

教
職
員
が
寛
い
だ
雰
囲
気
で
交

流
す
る
場
を
学
内
に
設
け
よ

う
と
い
う
試
み
で
、
最
初
は
中

央
棟
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
2
5
0
人
を
集
客
し
、
2
回

目
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
内
に
1
0
0
人
の
来
場
を

実
現
し
ま
し
た
。「
目
標
は
Ｃａ

ｆ
é
の
常
設
で
、
日
頃
か
ら
意

見
交
換
で
き
る
拠
点
に
し
た
い

で
す
ね
」
と
伊
賀
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
お
こ
し
隊
が

主
体
と
な
っ
て
「
新
入
生
向
け

キ
ャ
ン
パ
ス
ナ
ビ
セ
ミ
ナ
ー
」
の

開
催
も
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、「
履
修
す
る
講
義
科
目
や
サ
ー
ク
ル
選
び

な
ど
、
意
外
に
聞
け
る
人
が
い
な
い
新
入
生
に
安

心
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
…
」
と
言
い

ま
す
。北

海
道
の
Ｆ
Ｄ
活
動
を

リ
ー
ド
す
る
取
り
組
み
に
、

理
解
と
協
力
を
！

　

梶
浦
教
授
は
「
Ｆ
Ｄ
活
動
は
大
学
設
置
基
準

の
改
正
に
よ
っ
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
義
務
化
さ

れ
全
国
的
な
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
大
学

や
山
形
大
学
で
は
、
既
に
先
進
の
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
現
地
に
学
生
を
派
遣
す
る
な
ど
、
そ
の

取
り
組
み
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
北
海
道
の
他
大

学
で
は
学
生
の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
、札
幌
大
学
で
は
実
績
を
積
み
上
げ
て
、

特
色
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
の
抱

負
を
述
べ
ま
す
。

　
Ｆ
Ｄ
活
動
を
推
進
す
る
東
日
本
の
大
学
に
よ
っ

て
、「
Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
ば
さ
」
が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
、
札
幌
大
学
に
そ
の
加
盟
校
が

集
ま
り
、
交
流
会
（
学
生
Ｆ
Ｄ
会
議
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
札
幌
大
学
が
会
場
に
選
ば
れ
た
理

由
は
、
学
生
参
画
型
Ｆ
Ｄ
の
後
発
大
学
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
の
活
動
内
容
が
高
い
評
価
を
得
た
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
」。
梶
浦
教
授
は
さ
ら
に「
今

後
も
こ
の
勢
い
を
持
続
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

言
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
伊
賀
さ
ん
は
「
札
大

お
こ
し
隊
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
学
生
に
よ
る
学
生
の

た
め
の
学
校
づ
く
り
で
、
頭
文
字
を
と
っ
て
３
Ｇ

と
称
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も

現
在
12
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
随
時
募
集
を

行
っ
て
組
織
を
広
げ
、
目
標
の
実
現
に
向
け
て
邁

進
し
て
行
き
た
い
」
と
、
言
葉
に
力
を
込
め
ま
す
。

「
そ
の
た
め
に
教
職
員
な
ど
大
学
側
の
協
力
も
求

め
て
い
き
た
い
」
と
も
言
い
ま
す
。
最
後
に
「
後

援
会
な
ど
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
私
た
ち
の
志
を
見
守
って
い
た
だ
き
た
い
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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｜
退
任
に
あ
た
っ
て
｜

国
際
的
な
環
境
の
な
か
で
活
躍
す
る

若
者
の
育
成
に
、後
援
会
の
御
支
援
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピュー
タ
を
駆
使
し
て
原
子
炉

制
御
の
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
行
って
い

た
私
に
と
っ
て
、
人
文
社
会
系
の
札

幌
大
学
は
畑
違
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
で
元
気
な
学
生
が
い
る
と
い

う
評
判
で
し
た
の
で
、
赴
任
が
決
ま
っ

た
時
は
反
面
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
学
生
と
接
し
て
み
る
と
、

明
る
く
素
直
な
学
生
ば
か
り
で
、
大

い
な
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
逆

に
刺
激
と
元
気
を
も
ら
っ
て
、
毎
日

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

そ
の
後
、
学
長
に
選
任
さ
れ
て
、

喜
び
と
と
も
に
、
学
生
と
接
す
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

大
変
残
念
で
し
た
。
学
長
と
し
て
、

21
世
紀
に
お
け
る
国
際
化
の
時
代
に

相
応
し
い
若
者
を
育
て
上
げ
て
い
こ

う
と
意
気
込
み
、
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
モ
ノ
の
考

え
方
が
内
向
き
で
あ
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
海
外
に
目
を
向
け
、
国
際
社

会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
外
国
語
の
基

本
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

今
後
は
大
学
、
保
護
者
、
企
業
及

び
地
域
が
連
携
し
て
若
い
人
材
を
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
後
援
会
の

支
援
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
力
強
い
ご
支
援
に
は
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
し
、
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。
こ
の
た
び
、学
長
を
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、一
教
員
に
戻
っ

て
、
再
び
学
生
と
接
す
る
機
会
を
得

ら
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
教
育
の
現
場
で
札
幌
大

学
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

札幌大学 札幌大学女子短期大学部 学長

宮腰　昭男

PROFILE
1945 年　北海道小樽市生まれ
1970 年　北海道大学工学部電気工学科卒業
1976 年　�北海道大学大学院工学研究科電気

工学専攻博士課程単位取得
同年4月　札幌大学赴任　経営学部講師
1984 年　工学博士（北海道大学）の学位取得
2003 年　�札幌大学・札幌大学女子短期大学

部学長に就任

平成23年度　キャンパスカレンダー
2011・4〜2012・3

〔 大　学　院 〕
4 	 1日（金）	 入学式
	 6日（水）	 前期ガイダンス・オリエンテーション
	 7日（木）	 前期授業（〜7／29）
	 14日（木）	 科目等履修生試験　願書受付（〜4／18）
	 20日（水）	 科目等履修生試験
	 26日（火）	 科目等履修生試験　合格発表

5 	 6日（金）	 開学記念日
	 6日（金）	 授業実施日
	 28日（土）	 札幌大学後援会総会
	 30日（月）	 法学研究科第1回学内特別選抜入学試験	

願書受付（〜6／8）

6 	 11日（土）	 法学研究科第1回学内特別選抜入学試験
	 16日（木）	 法学研究科第1回学内特別選抜入学試験	

合格発表
	 17日（金）	 文連祭・体育大会（〜6／19）

7 	 1日（金）	 修士論文提出（前期）（〜7／7）
	 15日（金）	 修士論文審査面接（前期）
	 19日（火）	 出願資格認定審査受付期間（前期）（〜8／2）
	 22日（金）	 修士論文審査面接（前期）　合格発表
	 28日（木）	 補講日
	 30日（土）	 夏期休業（〜9／21）

8 	 1日（月）	 夏季集中講義（前半）（〜8／5）
	 23日（火）	 研究生願書受付（後期）（〜8／31）

9 	 12日（月）	 夏季集中講義（後半）（〜9／16）
	 17日（土）	 前期入学試験　願書受付（〜9／27）
	 22日（木）	 後期授業（〜1／27）
	 24日（土）	 前期学位記授与式

10 	 7日（金）	 大学祭（〜10／10）
	 16日（日）	 前期入学試験
	 27日（木）	 前期入学試験　合格発表

11 	 4日（金）	 推薦入学試験（経営、経済、文化）、法学研究科第2回学内特別選抜入学試験	
願書受付（〜11／15）

	 26日（土）	 推薦入学試験（経営、経済、文化）、	
法学研究科第2回学内特別選抜入学試験

	 28日（月）	 出願資格認定審査受付期間（後期）（〜12／12）

12 	 6日（火）	 推薦入学試験（経営、経済、文化）、法学研究科第2回学内特別選抜入学試験　合格発表
	 27日（火）	 冬期休業（〜1／5）

1 	 12日（木）	 後期入学試験　願書受付（〜1／23）
	 14日（土）	 大学入試センター試験（〜1／15）
	 24日（火）	 補講日
	 26日（木）	 補講日、修士論文提出（後期）（〜2／1）

2 	 12日（日）	 後期入学試験
	 15日（水）	 修士論文審査面接（後期）（〜2／17）
	 22日（水）	 後期入学試験　合格発表

3 	 1日（木）	 修士論文審査面接（後期）　合格発表
	 1日（木）	 研究生願書受付（〜3／6）
	 20日（火）	 後期学位記授与式

〔大学・短期大学部〕
4 	 1日（金）	 入学式
	 1日（金）	 春学期ガイダンス・オリエンテー

ション（〜4／6）
	 7日（木）	 春学期授業（〜7／29）

5 	 6日（金）	 開学記念日
	 28日（土）	 札幌大学後援会総会

6 	 17日（金）	 文連祭・体育大会（〜6／19）
	 26日（日）	 第1回オープンキャンパス

7 	 28日（木）	 春学期補講日
	 30日（土）	 春学期補講日

8 	 1日（月）	 春学期定期試験（〜8／6）
	 7日（日）	 第2回オープンキャンパス
	 8日（月）	 夏期休業（〜9／17）
	 20日（土）	 春学期追再試験（〜8／23）

9 	 1日（木）	 進級・卒業発表
	 12日（月）	 秋学期集中講義（〜9／17）
	 20日（火）	 秋学期ガイダンス・オリエンテー

ション（〜9／21）
	 22日（木）	 秋学期授業（〜1／27）
	 23日（金）	 第3回オープンキャンパス
	 24日（土）	 春学期卒業証書・学位記授与式

10 	 7日（金）	 大学祭（〜10／10）
	 22日（土）	 課外活動特別推薦入学試験

11 	 19日（土）	 推薦・特別入学試験（〜11／20）
	 19日（土）	 自己推薦特別入学試験、課外活動

特別推薦入学試験（〜11／20）

12 	 27日（火）	 冬期休業（〜1／5）

1 	 14日（土）	 大学入試センター試験（〜1／15）
	 24日（火）	 秋学期補講日
	 26日（木）	 秋学期補講日
	 28日（土）	 秋学期定期試験（〜2／3）

2 	 5日（日）	 一般入学試験（A日程）（〜2／6）
	 17日（金）	 秋学期追再試験（〜2／20）

3 	 1日（木）	 進級・卒業発表
	 6日（火）	 一般入学試験（B日程）
	 6日（火）	 自己推薦特別入学試験、課外活動

特別推薦入学試験
	 20日（火）	 秋学期卒業証書・学位記授与式
	 24日（土）	 第4回オープンキャンパス

編集後記

　今回は、最新記事がたくさんあり、ホットな情報をお届けします。
　第1に、札幌大学会社説明会の状況を取材することができました。
学生の就活の生の声を聞くことが出来、就職の心構えを感じ取るこ
とができました。取材を通じて本学の学生も礼儀正しく、しっかり
している学生が多いこともうれしかったです。
　第2に、アンケートから頂戴した要望で、《スポーツ以外の学生
の活動を知りたい》ということで「札大おこし隊」を取材しました。
最近の学生の発想が注目されています。
　そして第3には、アジア冬季大会銀メダル獲得者インタビュー・
その他資格試験合格者の声等を掲載しました。
　どうぞ後援会だより36号をお楽しみください。

札
幌
大
学
後
援
会
に
つ
い
て

後
援
会
長

あ
い
さ
つ

　

本
会
は
、
会
則
第
3
条（
目
的
）に
掲
げ
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、
大
学
と
学
生
の
保
護
者
で
あ
る

会
員
の
皆
さ
ま
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
相
互
の
理

解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
大
学
の
維
持
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
学
生
に
対
し
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
や

厚
生
な
ど
、
多
方
面
か
ら
支
援
援
助
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。ま
た
、平
成
18
年
度
か
ら
は
、保
護

者
懇
談
会
を
大
学
と
共
催
し
、
教
員
が
学
生
の

修
学
状
況
や
就
職
状
況
に
つ
い
て
直
に
説
明
し
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
相
談
に
応
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
、札
幌
大
学
の
ほ
か
に
、道
内
6
会
場
、

東
北
1
会
場
で
開
催
し
、
多
数
の
ご
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

本
会
の
主
な
活
動
と
し
て
、
大
学
の
奨
学
金
制

度
への
資
金
援
助
、
学
生
の
課
外
活
動
に
よ
る
遠

征
費
や
資
格
取
得
奨
励
援
助
金
制
度
への
補
助
、

外
国
人
留
学
生
へ
の
修
学
援
助
、
保
護
者
懇
談

会
に
係
る
経
費
の
補
助
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

大
学
は
、
来
年
度
か
ら
新
た
に
、
昨
今
の
深
刻
な

経
済
不
況
の
た
め
学
業
継
続
の
困
難
な
学
生
や

大
学
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
受
験
生
を

支
援
す
る
た
め
、
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
実
施

す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
し
ま
し
て
も
、

こ
の
大
学
の
新
た
な
取
組
に
対
し
て
、
で
き
る
限

り
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
札
幌
大
学
の
卒
業
生
の一人
で
も
あ
り
ま

す
。
厳
し
い
就
職
状
況
が
続
く
中
、
私
の
後
輩
た

ち
も
大
変
な
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
後
輩
た
ち
の

努
力
を
応
援
す
る
意
味
で
も
、
札
大
卒
業
生
の

採
用
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
汗
を
流
し
て
、
母
校
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「目標の実現に向けて邁進して行きたい」と語る
伊賀さん

「札幌大学の特色を出して行きたい」と語る
梶浦教授

「私たちの志を見守っていただきたい」と語るお二人

平成23年度
札幌大学保護者懇談会スケジュール
開催地 実施会場 5月 9月 10月

札　幌 札幌大学 28日㈯ 17日㈯

釧　路 釧路東急イン 10日㈯

青　森 ホテル青森 10日㈯

帯　広 帯広東急イン 11日㈰

函　館 函館国際ホテル 11日㈰

北　見 ビッツアークホテル 1日㈯

苫小牧 グランドホテルニュー王子 2日㈰

旭　川 ロワジールホテル旭川 2日㈰

札
幌
大
学
後
援
会
長

対
馬
　
徳
昭

注目！

札幌大学後援会だより 第36号（4）2011年3月25日札幌大学後援会だより（1）第36号 2011年3月25日
SAPPORO UNIVERSITY SUPPORTERS’  public relations magazine

札幌大学と保護者を結ぶホットライン

札幌大学後援会広報誌 Vol.36
発行／札幌大学後援会事務局　発行日／2011年3月25日　〒062-8520　札幌市豊平区西岡3条7丁目3-1札幌大学内　TEL（011）852-9749（直） http://blg.sapporo-u.ac.jp/koenkai
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札
幌
大
学
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卒
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（
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）
ジ
ャ
パ
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ケ
ア
サ
ー
ビ
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グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
社
福
）
ノ
テ
福
祉
会
理
事
長

（
学
）
つ
し
ま
記
念
学
園
理
事
長



課
外
活
動
紹
介

日
本
代
表
の
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
、

目
標
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
果
た
し
、

こ
の
競
技
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
！

憧
れ
の
先
輩
の
背
中
を
追
い
掛
け
、

成
長
し
て
き
ま
し
た

　

女
の
子
が
な
ぜ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
よ
う
な

激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
の
か
と
、
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
き
っ
か
け
は
父
で
し
た
。
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た

父
が
、
私
と
妹
の
防
具
一式
を
買
っ
て
来
た
ん

で
す
。
早
速
リ
ン
ク
に
出
て
、男
の
子
に
混
じ
っ

て
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。最
初
は
ス
ケ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
満
足
に
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ほ
か

の
子
と
同
じ
よ
う
に
滑
れ
な
い
こ
と
が
悔
し
く

て
、一生
懸
命
練
習
し
ま
し
た
。
特
に
、
小
中

学
校
の
頃
所
属
し
て
い
た
札
幌
の
チ
ー
ム
に
、

や
は
り
女
子
の
先
輩
が
い
て
、
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
に
憧
れ
、

追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
背
中
を
追
っ
て
い
る
う

ち
に
、
私
に
も
実
力
が
付
い
て
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

目
指
す
の
は
ア
ジ
ア
の
王
者
、

そ
し
て
世
界
の
大
舞
台
で
す

　

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
苫
小
牧
の
チ
ー
ム

に
所
属
し
、
学
校
帰
り
に
毎
日
札
幌
か
ら
苫

小
牧
ま
で

通
っ
て
い

ま
し
た
。

ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
始
め

た
頃
か
ら

フ
ォ
ワ
ー

ド
で
す
。

持
ち
味
の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
ゴ
ー
ル
を
決

め
る
な
ど
、
自
分
で
も
納
得
の
い
く
プ
レ
ー
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
高
校
2
年
生
の
時
、
日

本
代
表
の
合
宿
に
初
め
て
呼
ば
れ
た
ん
で
す
。

そ
の
ま
ま
代
表
選
手
と
し
て
試
合
に
出
場
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず

こ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
への
第一歩
と
な
る

の
で
、嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。そ
の
後
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
プ
で
代
表
に
選
ば
れ
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
冬
季
大
会
な
ど
国
際
試
合
に
も
出
場

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は
現
在

世
界
ラ
ン
ク
9
位
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
で
は
上

位
の
成
績
を
挙
げ
て
お
り
、
今
回
の
冬
季
ア

ジ
ア
大
会
で
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

宿
敵
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
僅
差
で
敗
れ
た
の
で
悔

し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

今
後
控
え
て
い
る
世
界
選
手
権
で
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
に
く
い
込
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

最
終
目
標
は
も
ち
ろ
ん
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
好
成
績
を
挙
げ
れ
ば
、
女
子

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
へ
の
注
目
度
も
高
ま
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
負
け
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
す
。
私
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
教
え
て
く
れ

た
父
は
今
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
大
学
に
は
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
男
子
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
所
属
し
、一緒
に
ハ
ー

ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
ま
す
。
札
幌
大

学
に
は
こ
ん
な
女
の
子
も
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
って
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

女子アイスホッケー
日本代表選手

下澤　早希 さん
外国語学部
英語学科 4年生

デ
ー
タ
に
は
表
れ
な
い

社
風
や
問
題
点
な
ど
を

聞
け
ま
し
た
！

　　

就
職
戦
線
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
て
く
れ
た
大
学
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
企
業
の
人
事
担
当
の
方
か
ら
、
そ
の
会
社
の

社
風
や
、
仕
事
の
難
し
さ
な
ど
を
聞
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
業
績
や
待
遇
面
な
ど
、
数
字
に
表
れ

る
デ
ー
タ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
資
料
か
ら
既

に
調
査
済
み
で
す
か
ら
ね
。
人
事
の
方
も
包
み
隠

さ
ず
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
企
業
は
信

頼
で
き
ま
す
ね
。
接
客
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
を
通

じ
て
、
人
と
接
す
る
営
業
職
を
希
望
し
て
お
り
、

今
回
の
説
明
会
で
意
中
の
企
業
か
ら
良
い
感
触
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平成23年度 能力開発センター開講予定講座
講　座　名 開 講 期 間

公務員 基礎力完成：総合 5月下旬〜2月上旬

基礎力完成：教養 5月下旬〜2月上旬

直前対策：市町村・総合 7月下旬〜9月上旬

直前対策：市町村・教養 7月下旬〜9月上旬

直前対策：北海道警察官 2月中旬〜5月上旬

直前対策：国家Ⅱ種／北海道職員中級 2月中旬〜5月下旬

基礎学力講座 【通年】 5月中旬〜12月中旬

【秋学期】 10月中旬〜12月中旬

民間企業受験対策 10月中旬〜12月中旬

行政書士講座 5／19〜11／10

旅行業務取扱管理者講座 国内 5／12〜9／8

総合 5／12〜10／6

簿記講座 3級【春学期】 4／20〜6／10

3級【秋学期】 10／3〜11／18

FP技能士講座 3級【春学期】 5月中旬〜9月中旬

3級【秋学期】 11月上旬〜1月中旬

3級＋宅地建物取引主任者 5月中旬〜10月中旬

宅地建物取引主任者講座 5月中旬〜10月中旬

パソコンExcel講座 3級【春学期】 5／31〜7／22

3級【秋学期】 10／28〜12／16

2級【春学期】 5／10〜7／22

2級【秋学期】 10／4〜12／16

パソコンWord講座 3級【春学期】 5／6〜5／27

3級【秋学期】 10／4〜10／25

3級＋2級【春学期】 5／6〜7／22

3級＋2級【秋学期】 10／4〜10／25

販売士講座 3級【春学期】 5／9〜7／8

3級【秋学期】 11／14〜2／13

2級 8／8〜10／4

ITパスポート講座 5／14〜10／15

ファイリングデザイナー講座 2級【春学期】 5／10〜5／17

2級【秋学期】 10／18〜10／25

公文書管理検定対策講座 10／21〜10／22

秘書技能検定対策講座 5／6〜6／16

医療事務講座 5／17〜7／12

10／11〜12／6

証券外務員資格講座 【春学期】 5／11〜6／15

【秋学期】 10／19〜11／25

お問い合わせは札幌大学能力開発センターまでご連絡ください。
TEL（011）852－9105（ダイヤルイン）

　

札
幌
大
学
後
援
会
は
平
成
元
年
の
発
足
以
来
、
大
学
と
保
護

者
で
あ
る
会
員
の
皆
さ
ま
を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
、
相
互
理
解
と
協

力
に
よ
っ
て
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
が
充
実

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
に
、
教
育
や
厚
生
面
に

お
い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
は
会
費
の

委
託
徴
収
を
実
施
。
こ
の
と
き
、
会
費
も
2
万
円
か
ら
1
万
円

に
引
き
下
げ
、
ご
負
担
を
軽
減
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
以
前
に
も
増
し
て
安
定
し
た

財
源
を
確
保
す
る
に
至
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
一
層
充
実
し
た

補
助
が
可
能
と
な
り
、
体
育
系
・
文
化
系
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
の

ほ
か
、「
大
会
の
遠
征
費
」、「
奨
学
金
制
度
」、「
私
費
外
国
人
留
学

生
へ
の
学
習
奨
励
費
」、「
資
格
取
得
受
験
対
策
」、「
資
格
の
検
定

料
」、「
学
外
研
修
」に
も
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
学

と
の
共
催
に
よ
り
「
保
護
者
懇
談
会
」
を
実
施
し
て
お
り
、
学
生

の
修
学
状
況
や
就
職
状
況
に
つ
い
て
教
員
が
直
に
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
催
し
は
札
幌
以
外
の
道
内
外
各
都
市
で
も
開
催
し

て
お
り
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
弓
道
場
の
建
設
や
サ
ッ
カ
ー
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ド
建
設
に
も
多
大
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
は
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
施
設
の
目
立
た
な
い
壁
面
に
プ
レ
ー
ト
を
埋
め
込

み
、
実
績
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
0
7
年

の
札
幌
大
学
創
立
40
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
大
学

会
館
（
リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
イ
ー
ス
ト
）
の
建
設
に
、
積
み
立
て
て

き
た
浄
財
2
億
円
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。
会
館
は
ほ
ぼ
全
て
の

学
生
が
利
用
す
る
公
共
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

費
用
を
援
助
す
る
こ
と
が
後
援
会
の
事
業
に
相
応
し
い
と
考
え
、

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

後
援
会
の
運
営
は
健
全
な
財
務
体
制
を
保
っ
て
お
り
、
創
立

50
周
年
に
向
け
て
大
き
な
貢
献
が
出
来
る
よ
う
に
、
今
後
も
事

業
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
活
動
を

引
き
継
い
で
い
た
だ
け
る
委
員
を
募
っ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
若

い
方
の
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
存
在
目
的
は
大
学
と
保
護
者
の
つ
な
ぎ
役
と
捉
え

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
重
要
な
の
が
広
報
活
動
で
す
。現
在
、後

援
会
の
広
報
は
主
に
年
2
回
の「
後
援
会
だ
よ
り
」と
札
幌
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
設
け
ら
れ
た
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
二
つ
の

手
段
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
後
援
会
だ
よ
り
」で
は
、
学
生
の
就
学

状
況
や
課
外
活
動
、
就
職
活
動
へ
の
支
援
事
業
の
ほ
か
に
、
各
種

事
業
報
告
や
収
支
報
告
な
ど
、紙
面
を
カ
ラ
ー
で
構
成
し
楽
し
く

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
サ
イ
ト

で
は
後
援
会
の
概
要
や
保
護
者
懇
談
会
の
日
程
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
も「
後
援
会
だ
よ
り
」

が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
れ
も
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
広
報
の
あ
り
方
が
現
状
の
ま
ま

で
良
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
個
人
の
考
え

で
す
が
、「
後
援
会
だ
よ
り
」に
つ
い
て
は
、
大
学
が
発
行
し
て
い

る
他
の
広
報
誌
と
情
報
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
情
報
を
整
理
し
、

サ
イ
ト
で
は
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
知
り
た
い
情
報
を
聞
き
取
り
、

速
や
か
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
今
後
は
、
紙
媒
体
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
連
携
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
形
に
し
て
記
録
し
て
お
く
情
報
は「
後

援
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
、
大
学
が
今
何
を
考
え
、
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
に
つ
い
て
は
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
で
発
信
す
る
と
い
っ
た
役
割
分
担
で
す
。
お
互
い
を
補

完
し
合
う
こ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
安
心
感
と

満
足
感
を
提
供
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
、
後
援
会
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
協
力
は
惜
し
ま
な
い
方
針
で
す
。

　

後
援
会
の
目
標
は
、
あ
く
ま
で
学
生
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
る
支
援
を
行
う
こ
と
に
あ
り
、
会
費
を
お
預
か

り
し
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、
健
全
な
運
営
に
基

づ
く
活
動
を
報
告
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
、
時
代

が
い
か
に
変
化
し
よ
う
と
も
変
え
て
は
い
け
な
い
部
分
で
あ
り
、

今
後
も
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
後
援
会
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　

後
援
会
は
事
業
、
財
務
、
広
報
の
3
つ
の
委
員
会
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
私
は
事
業
委
員
会
の
一
員
と
し
て
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
後
援
会
活
動
の
根
底
に
あ

る
理
念
は
「
学
生
が
楽
し
く
有
意
義
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過

ご
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し
て
巣
立
っ
て
も
ら
う
こ
と
」

に
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
後
援
会
と
し
て
可
能
な

限
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
、
学
生
の
意
識
変
化
、
環
境
の
変
化
な
ど
、
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
支
援
の
あ
り
方
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
資
格
取
得
支
援
制
度
で
あ
れ
ば
、

時
代
の
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
人
気
資
格
を
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
の
講
座
に
加
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
な
ど
、
教
育
と
厚
生
の

両
面
か
ら
学
生
が
今
本
当
に
求
め
て
い
る
支
援
は
何
か
、
ま
た
就

職
状
況
な
ど
保
護
者
の
皆
様
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
敏
感
に

察
知
し
、
そ
の
問
題
に
応
え
て
行
く
の
も
後
援
会
の
役
割
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
収
集
し
た
情
報
と
ニ
ー
ズ
は
大
学
側
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
お
り
、
建
設
的
な
意
見
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
後
援
会
は
〝大
学
と
保
護
者
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
〟
と
し
て
機
能
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
支
援
の
あ
り
方
を
追
い
求
め
て
い
く
た
め

に
は
、
会
則
そ
の
も
の
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
則
を

変
え
る
に
は
大
学
側
の
理
解
や
準
備
、
ま
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。起
案
し
て
委
員
会
で
検
討
し
、

大
学
側
と
折
衝
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

総
会
で
議
決
さ
れ
る
と
い
う
手
順
を
踏
む
の
で
、
大
変
な
手
間
と

時
間
を
要
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
今
後
も
後
援
会
活
動
は
大
学
の
歩
み
と
と
も
に
、
未
来

永
劫
続
い
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
改
革
し
て
い
く
こ
と
は
委
員

の
義
務
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
や
体
制
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、「
学
生
の
た

め
に
本
当
に
役
立
っ
て
い
る
後
援
会
な
の
か
」、
そ
の
疑
問
を
常
に

持
ち
つ
つ
、
今
後
と
も
健
全
か
つ
堅
実
な
事
業
を
推
進
し
て
行
く

方
針
で
す
の
で
、一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

副会長　財務担当
土谷　享

副会長　広報担当
福井　敬悟

副会長　事業担当
日浦　和長

健
全
な
財
務
体
制
を
維
持
し
、

創
立
50
周
年
に
向
け
た
支
援
を
大
学
と
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
つ
な
ぐ

機
能
の
充
実
を
目
指
し
て

情
報
と
ニ
ー
ズ
を
収
集
し
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
た
後
援
会
活
動
を

　

私
は
住
宅
関
係
へ
の
興
味
が
あ

り
、
履
歴
書
に
書
け
る
資
格
が
ほ

し
い
と
い
う
理
由
で
宅
建
を
受
講
し

ま
し
た
。
ま
た
、
国
家
資
格
で
合

格
率
も
約
16
％
と
難
し
い
資
格
だ

と
聞
い
て
「
受
か
っ
た
ら
カ
ッ
コ
い

い
！！
」
と
思
い
ま
し
て
…
。

　
し
か
し
、
い
ざ
講
習
が
始
ま
る
と

理
解
不
能
。
予
想
以
上
の
難
し
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
暗
記
が
大
の
苦

手
で
人一倍
努
力
が
必
要
。
そ
の
た

め
、
夏
休
み
返
上
で
勉
強
漬
け
の

毎
日
で
し
た
。
今
ま
で
の
人
生
で
、

一
番
勉
強
に
時
間
を
費
や
し
ま
し

た
。
諦
め
よ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
は

何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
友
達
に
背
中
を
押
さ
れ
半
年

間
継
続
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
師
の
先
生
は
と
き
に
厳

し
く
、し
か
し
優
し
く
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
飲
み
会

も
あ
り
、
他
の
受
講
生
と
も
仲
良

く
な
れ
ま
す
。
こ
の
資
格
試
験
に

合
格
す
る
た
め
に
大
事
な
こ
と
は
、

自
分
に
負
け
ず
勉
強
す
る
習
慣
。

絶
対
に
受
か
る
と
い
う
気
持
ち
。

週
1
の
息
抜
き（
勉
強
頑
張
っ
て
友

達
と
飲
む
お
酒
は
美
味
い
で
す
よ
）。

　

最
後
に
、試
験
勉
強
は
と
て
も
辛

か
っ
た
の
で
す
が
、や
り
終
え
た
後
の

達
成
感
と
解
放
感
は
こ
れ
ま
で
感

じ
た
こ
と
の
な
い
喜
び
で
し
た
。
ぜ

ひ
、
合
格
と
と
も
に
そ
れ
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！
「
継
続
は
力
な

り
」。
こ
の
言
葉
、あ
る
と
思
い
ま
す
。

自分に負けず勉強する習慣が
合格のポイント！

経済学部　経済学科3年生

村上 裕昭 さん

宅建

 合格！

　

高
校
生
の
頃
か
ら
公
務
員
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
て
、
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
は
公
務
員
対
策
の
講

義
を
履
修
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

よ
り
深
く
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
学

内
で
受
講
で
き
、
予
備
校
に
行
く

よ
り
も
安
く
済
む
と
い
う
こ
と
で
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
公
務
員
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
実
際
に
予
備
校
で
講
義

を
し
て
い
る
方
な
の
で
、
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
、
質
問
を
す
る
と
自

分
が
理
解
で
き
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
周
り
の
人
を
見

て
、「
自
分
も
頑
張
ら
な
く
て
は
」

と
感
じ
る
環
境
で
あ
り
、
集
中
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
出
席
状
況
や
講
座
内
で
行

わ
れ
る
小
テ
ス
ト
の
結
果
で
受
講
料

の一部
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
も
、
す

ご
く
助
か
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
北
海
道
職
員
中
級

警
察
行
政
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
、
4
月
か
ら
は
地
域
住
民
の
方
々

の
た
め
に
頑
張
って
い
こ
う
と
思
って

い
ま
す
。

予備校よりも安く、わかりやすい
講義に感謝しています

法学部
自治行政学科4年生

白濱 康平 さん

公務員

 合格！

資格試験
合格者の声

受講料の40％をキャッシュバック！〜資格取得等奨励援助金制度があります〜

人
事
の
方
と

じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

出
席
し
、
早
く
か
ら
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
企
業
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト

コ
ン
タ
ク
ト
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
北
海

道
で
就
職
し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
職
種

は
ま
だ
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
探
って
い
き
た
い
で
す
か
ら
ね
。
人
事
の
方
に
入

社
後
の
研
修
制
度
や
社
内
の
雰
囲
気
な
ど
出
来

る
限
り
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い
の
で
、
混
ん
で
い

る
ブ
ー
ス
は
避
け
、
比
較
的
空
い
て
い
る
ブ
ー
ス
を

中
心
に
回
り
ま
し
た
。
今
回
の
説
明
会
で
希
望
が

開
け
て
き
た
の
で
、
大
学
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
に
感
謝

し
つ
つ
、
内
定
獲
得
ま
で
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

就職活動を一歩リードする毎年恒例のイベント！
札 幌 大 学 会 社 説 明 会

開催レポート
　

本
格
的
な
就
職
活
動
を
控
え
て
い
る
私
た
ち

3
年
生
に
と
って
、
こ
の
説
明
会
は
願
って
も
な
い

チ
ャ
ン
ス
で
す
か
ら
、
有
効
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
中
小
企
業
を
中
心
に
、
2

日
間
で
10
社
以
上
の
ブ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。
志

望
の
企
業
を
絞
り
込
む
の
は
、
そ
の
会
社
の
将
来

性
で
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
説

明
会
は
企
業
と
学
生
が
初
め
て
接
触
す
る
機
会

で
す
か
ら
、
第
一
印
象
に
は
気
を
遣
い
ま
し
た
。

身
だ
し
な
み
、
挨
拶
や
礼
儀
、
言
動
な
ど
。
運
動

部
に
所
属
し
て
い
る
の
で
そ
の
辺
に
は
自
信
が
あ

り
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
規
模
で
は
な
く

将
来
性
を
見
極
め
た
い
と

思
い
ま
し
た
！

厳
し
い
就
職
状
況
を
有
利
に
展
開
し
て
も
ら
う
た
め
、札
幌
大
学
で
は
2
月
8
日
、9
日
の
両
日
、

第
1
・
2
体
育
館
を
会
場
に
「
札
幌
大
学
会
社
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
生

に
多
く
の
企
業
と
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
就
職
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
就
活
イ
ベ
ン
ト
で
、
平
成
16
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
両
日

合
わ
せ
て
約
１
６
０
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
採
用
担
当
者
は
自
社
の
ピ
ー
ア
ー
ル

と
理
想
の
人
材
像
を
語
り
、
学
生
は
真
剣
な
聞
き
取
り
を
行
い
、
鋭
い
質
問
を
浴
び
せ
る
な
ど

熱
気
に
満
ち
た
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
参
加
学
生
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

2日間で約160社のブースが設けられた

学生たちは熱心にペンを走らせていた

本吉 紗奈子 さん
外国語学部

英語学科 3年生

金子 徹也 さん
経済学部
経済学科 3年生

溝江 佳佑 さん
法学部

自治行政学科 3年生

　講座終了直後の資格試験に合格した人、
公務員講座において、出席良好で模擬試
験等の成績が良好の人達に受講料の40％
程度をキャッシュバックします。ぜひこの
制度を活用して積極的にスキルアップを
図ってください！

　また、受講のメリットとして①専門学校と比較
して受講料が1／ 2〜 1／ 5であること。②大
学内で受講ができる。③専任プロ講師が直接指導
する。④親切・丁寧に指導する。⑤個別指導、再
受講などのフォローアップにより合格率が高い。
などがあげられます。
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